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　「安飾まつり」は、学校と公　「安飾まつり」は、学校と公
民館が共同で企画・運営を行
ない、餅つきや会食、そば打
ち体験などをとおして、学校
と保護者、地域の方々との結
びつきを深めています。
　児童たちは、地域の方々と
共に普段の生活の中ではなか
なか体験できなくなったそば
打ち体験や抹茶体験、メンコ
やビー玉を使った伝承遊びな
どをとおして多くのことを学
んでいます。見ているだけで
はわからないことが、体験を
とおして理解できる楽しい一
日となります。
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　地区公民館との共催行
事として「安飾大運動会」
を行なっています。
　今年も9月22日(土)に、
多くの地域の方々と保護
者参加のもと、第 12 回安
飾大運動会が開催されま
した。
　開催までには、児童たちが活躍できて思い出に残る運動会にな
るよう、地域代表の方々に何回も会議を持っていただきました。
　当日も、児童には難しい準備や片付け、競技への参加に協力を
いただき、お互いの交流を深めながら共に働き、楽しくそして盛
大な運動会が実施できました。
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　学校農園では、各学年ごと
に思い思いの野菜づくりを実
施しています。その際に児童
の保護者や祖父母を対象に栽
培支援ボランティア「畑の先
生」を募集して、野菜の基本
的な栽培方法をご指導いただ
いています。
　保護者や祖父母の協力を得
ながら児童たちは栽培活動を
とおして、野菜の育て方を覚
えたり、収穫の喜びを感じた
り、多くのことを学んでいま
す。

　　　　
　平成 16 年度から 4
年生を中心に、東京都
板橋区立志村小学校と
の交流教室を行なって
います。
　昨年度は、志村小学
校を訪問し、地下鉄に
乗って地域を散策した

り、学習発表を聞いたり、ゲームをして遊んだりと有意義な時
間を過ごすことができました。普段安飾小学校の児童だけでの
生活に慣れている児童たちには、他校の児童とのふれあいは、と
ても新鮮であり、たくさんのことを学ぶよい機会でもあります。
　本年度は、10 月 25 日 ( 木 ) に志村小学校の 4年生児童 51 人を
招いて、富士見塚古墳散策をしたり、学校農園で育てたサツマ
イモを掘ったり、給食を一緒に食べたりして交流を深める予定
です。
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